
目 的

平成９年度に策定されたトラフグ資源管理指針に基づ

き平成�����年度の２カ年間漁業者検討会が開催され平

成��年度に資源管理計画が作成された｡ この内容は資源

管理指針の柱である��月の休漁について合意形成されず,

不十分な計画となっている｡ その要因の一つに, 地先で

の魚群の移動分布が明らかにされていない点があった｡

管理計画を実効性のある内容に見直すために, 地先にお

ける魚群の分布移動等資源構造の把握及び問題点の解決

を図る｡

材料及び方法

１. 産卵生態調査

安乗漁協に所属するまき網 (��トン型) １統の産卵親

魚漁獲量及び漁獲された親魚の全長組成を調査した｡

２. 漁獲物組成調査

伊勢湾口地区として石鏡漁協・安乗漁協・甲賀漁協,

熊野灘南部地区として熊野漁協遊木浦支所にて延縄漁獲

物の全長を測定した｡

３. 漁場形成調査

安乗漁協の延縄漁業者３名に操業漁場位置, 水深, 銘

柄別漁獲尾数を記帳依頼した｡

４. 漁獲実態調査

県下��地区における延縄の漁獲日ごとの漁獲隻数, 漁

獲量・尾数, 漁獲金額を調査した｡

結果及び考察

１. 産卵生態調査

漁期は４月５日に始まり, ５月��日に終了した｡ 漁獲

盛期は４月��日から４月	�日までと考えられ, 昨年より

も��日早かった｡ 期間は約２週間と短く, 総漁獲量は約

�
��トンであり, 漁獲尾数は��	��尾と推定され, 平均

魚体重は約�
��であった｡ 雄は全長	���にモードが見

られ卓越年級群である２歳魚主体と考えられたが, 密度

効果のため例年よりも小さかった｡

２. 漁獲物組成調査

伊勢湾口地区の延縄漁獲物の全長測定結果をそれぞれ

図１に示した｡ ��月の漁獲物は全長	���にモードを持

つ１＋才魚が大部分を占めた｡ このモードは例年並であ

り, 平成��年生まれの卓越年級群が主漁獲物であった昨

年同期より１～２��大きかった｡ この傾向は遊木浦に

水揚げされた熊野灘南部地区の漁獲物の全長測定結果で

も同様であった｡

３. 漁場形成調査

��月は伊勢湾内で漁獲尾数が多く, ���� (銘柄�中)

も��
�と高かった｡ ��月の漁場は特に東部渥美外海であ

る愛知・静岡県境寄りが好漁であった｡ ��月の漁場は完

全に伊勢湾内から渥美外海に移ったが, 好漁場は��月と

同じ傾向であった｡

４. 漁獲実態調査

延縄による漁獲量・漁獲金額の経年変化を図２に示す｡

平成�	年度の総漁獲量は	�
�トン, 総漁獲金額は�	�百

万円で, それぞれ対前年比��％, ��％と前年を大きく下

回った｡ 過去��年間で漁獲量は５位であるが, 漁獲金額

は９位であり, 平均単価の���		円��は昨年の約�
	倍

というものの��位である｡

平成�	年度漁期における旬別の漁獲の推移を図３に示

す｡ ��月中旬以降伊勢湾口地区の漁獲が増し, ��月下旬

に最も漁獲量があった｡ ��月以降には急速に漁獲量が減

少した｡ 漁獲隻数 (努力量) の推移を図４に示す｡ 月別

計では��月, ��月, ��月の順で隻数が多かった｡ １月以
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図１ 伊勢湾口地区(石鏡･安乗･甲賀)における延縄漁獲物
の全長組成
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